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ば
らのまち福山

事
業
費
や
繰
越
金
に
対
応
し
た

財
政
調
整
基
金
積
立
金
も
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
き
の
大
量
死
に
伴
う
養
殖

事
業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
種

苗
購
入
費
の
補
助
や
経
営
資
金

　

補
正
予
算
（
一
次
分
）
で
は
、

学
校
や
保
育
所
、
福
祉
施
設
等

へ
の
高
騰
す
る
給
食
材
料
費
の

補
助
や
漁
業
者
等
へ
の
燃
油
価

格
高
騰
対
策
、
万
博
の
レ
ガ
シ

ー
で
も
あ
る
ク
ラ
ゲ
館
の
移
設

に
向
け
た
公
園
の
配
置
検
討
の

た
め
の
経
費
な
ど
。

　

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
増
に
対
応
す
る
た
め
の

借
入
金
へ
の
利
子
補
給
に
５
０

０
万
円
の
ほ
か
、
人
事
院
勧
告

や
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費

の
調
整
が
主
な
も
の
で
す
。

　

12
月
17
日
に
上
程
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
（
三
次
分
）

で
は
、
国
の
補
正
予
算
成
立
を

受
け
、
福
山
市
民
全
員
に
「
商

品
券
」
を
給
付
す
る
ほ
か
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
と
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
に
対
し
１
人
５
０

０
０
円
分
を
加
算
す
る
た
め
、

30
億
円
余
り
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
応
援
事
業
と

し
て
、
昨
年
９
月
末
時
点
の
児

童
手
当
支
給
対
象
児
童
及
び
昨

年
10
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
31

日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
を
養

育
す
る
父
母
等
に
対
し
、
児
童

一
人
当
た
り
２
万
円
が
給
付
さ

れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
２
月
末
頃
か
ら
の

支
給
に
な
り
そ
う
で
す
。

一般会計補正予算（一次）
【内訳】
1．原油価格・物価高騰対策
　学校・保育所・福祉施設等の食材料費を補助
　施設園芸・漁業用燃油価格高騰対策への補助
2．こども未来館プロジェクトの推進
　クラゲ館移築に伴う公園の配置等に関する計画検討
3．ばらのまちづくりの推進
　ばら公園・中央公園等への大会記念ばらの植栽
4．地域資源の活用
　地域資源を活かした新たなビジネスの立ち上げの費用補助
5．事業費の整理に伴うもの
　障害福祉サービスの利用者増への対応等
6．制度上補正を必要とするもの
　財政調整基金積立金　23億8,000万円
　国庫負担金等返還金　 7億1,817万円
7．寄付金対応
　健康増進啓発用物品等購入費・ふくやま書道美術館事業費ほか
8．その他
　下水道事業会計負担金や地域集会所建設費補助など

一般会計補正予算（二次）
【内訳】
1．かき養殖事業者への支援
　かき種苗購入費の補助、経営資金借入金への利子補給など
2．人件費分
　人事院勧告等及び人事異動等に伴うもの　2億3,742万円
　消防組合負担金、特別会計繰出金など　　 　5,745万円

一般会計補正予算（三次）
【内訳】
1．子育て応援手当給付事業費
　物価高騰の影響を強く受ける子育て世帯に応援手当を給付
2．市民生活応援給付事業費
　全市民に5,000円分の商品券を給付する（その他加算あり）
3．グリーンな企業賃上げ環境整備支援事業費
　中小事業者の生産性向上等に資する設備等の導入経費を補助
4．応援金の給付
　福祉事業所や私立保育所・幼稚園等への応援金の給付

特別・企業会計補正予算（一次）
特別・企業会計補正予算（二次）

〔63憶2,979万円〕

1億7,430万円　

495万円　

1,560万円　

315万円　

30億2,097万円　

30億9,817万円　

299万円　

966万円　

〔2億9,987万円〕

500万円　

2億9,487万円　

〔50億　464万円〕

15億　800万円　

30億1,789万円　

3億4,200万円　

1億3,675万円　

〔4億3,552万円〕
〔2億4,875万円〕

補正予算の内訳

　

12
月
議
会
で
の
水
曜
会
の
一

般
質
問
で
は
７
人
が
登
壇
し
、

市
長
を
質
し
ま
し
た
。

　

質
問
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
発
言
順
）

〇 

大
田
祐
介

　

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
復
旧
方

針
に
つ
い
て

〇 

喜
田
紘
平

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

〇 

木
村
素
子

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

〇 

平
川
富
章

　

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

〇 

加
藤
陽
一
郎

　

学
校
体
育
施
設
の
地
域
利
用

に
つ
い
て

〇 

橘
高
行
格

　

新
た
な
産
業
用
地
の
創
出
に

つ
い
て

〇 

千
葉
真
一

　

手
ぶ
ら
登
園
に
つ
い
て

　

質
問
の
一
部
は
、
２
月
１
日

発
行
の
「
福
山
市
議
会
だ
よ

り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
動
画

も
視
聴
で
き
ま
す
。

補
正
予
算
（
一
次
分
）

物
価
高
騰
対
策
や

ク
ラ
ゲ
館
移
設
へ
の
対
応

補
正
予
算
（
二
次
分
）

か
き
養
殖
事
業
者
へ
の
支
援

や
人
件
費
の
調
整
等

補
正
予
算
（
三
次
分
）

市
民
全
員
に
商
品
券

５
０
０
０
円
分
を
給
付

12
⽉
定
例
市
議
会

12
月
議
会
は
11
月
26
日
開
会
し
、
会
期
を
２
日
間
延
長

し
て
12
月
19
日
ま
で
24
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
補
正
予
算
案
15
件
、
議
案
26
件
は
審
議
の

結
果
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

福山市議会　水曜会福山市議会　水曜会福山市議会　水曜会

７
人
が
一
般
質
問

【市民生活応援給付事業】
※ 対象者　本市の住民基本台帳（令和８年１月１日）に
　 　　　　記録されている者
※ 給付額　市民１人当たり5,000円分の商品券
　　　 　　住民税非課税世帯又は住民税均等割のみ課税
　　　 　　世帯に属する者には、１人当たり5,000円分を
　　　　 　加算

【子育て応援手当給付事業】
※ 対象者　児童手当支給対象児童（令和７年９月30日）
　　　　　 を養育する父母等
　　　　　 令和７年10月１日～令和８年３月31日に出生
　　　　　 した児童を養育する父母等
※ 給付額　児童１人当たり２万円
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早
川
よ
し
ゆ
き
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報
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総
合
的
な
財
源
確
保
策
や
中

長
期
的
な
公
債
費
対
策
に
も

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
７
日
に
加
茂

町
の
粟
根
西
集
会
所
に
お
い

て
「
粟
根
米
を
食
す
る
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
地
元
の
依
頼
を
受
け
、

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

　

現
在
、
福
山
市
を
取
り
巻

く
行
政
上
の
課
題
の
原
点
は

「
人
口
減
少
」
へ
の
対
応
と

「
東
京
一
極
集
中
」
の
是
正

で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

出
生
数
が
、
こ
の
10
年
間
で

３
割
以
上
減
少
し
、
若
者
層

の
転
出
超
過
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。
次
期
「
福
山
み

ら
い
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
若
者
が
未

来
に
夢
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
課
題

に
挑
戦
し
て
い
く
。
特
に
、

未
婚
化
・
晩
婚
化
を

背
景
に
ネ
ウ
ボ
ラ
セ

ン
タ
ー
を
本
格
的
に

稼
働
さ
せ
、
子
育
て

世
帯
の
期
待
に
こ
た

え
る
。

　

地
域
の
担
い
手
が

減
少
す
る
中
、
市
民

が
安
心
・
安
全
で
快

　

昨
年
は
本
市
に
お
い
て
５

月
に
世
界
バ
ラ
会
議
福
山
大

会
を
開
催
し
、
世
界
か
ら
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

誇
る
べ
き
一
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
課
題
が

山
積
し
ま
す
が
、
希
望
に
あ

ふ
れ
る
福
山
の
発
展
の
た
め

に
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
い
た
だ
く
中
、
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

適

に

暮

ら

せ

る

た

め

に

「
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト
」
を
中
心
に
地
域
の
拠

点
づ
く
り
や
災
害
へ
の
備
え
、

外
国
人
と
の
共
生
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

　

地
域
経
済
の
更
な
る
活
性

化
や
福
山
駅
前
広
場
の
再
整

備
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
も
努
め
る
。

　

ま
た
、
当
面
の
課
題
で
あ

る
物
価
高
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
す
る
。

　

そ
し
て
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
る
諸
施
策
に
つ
い
て
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用

し
、
広
域
連
携
を
さ
ら
に
推

進
す
る
。

中
長
期
の
財
政
見
通
し

　

都
市
基
盤
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

財
源
と
し
て
の
市
債
発
行
額

が
増
加
し
て
お
り
、
後
年
度

の
公
債
費
負
担
増
が
見
込
ま

れ
る
。
今
後
の
公
債
費
等
の

見
通
し
で
は
２
０
２
９
年
度

（
令
和
11
年
度
）
に
市
債
残

高
が
２
０
４
０
年
度
（
令
和

22
年
度
）
に
公
債
費
が
ピ
ー

ク
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
事
業
の
選
択

と
重
点
化
に
よ
り
必
要
な
施

策
を
確
実
に
実
施
す
る
中
で
、

これから、 旧福山市体育館（草戸町）周辺は
このように変貌・発展します

　　 新しい市民の交流の拠点です 　　

　

新
米
の
「
粟
根
米
」
を
食

し
た
後
、
環
境
部
長
を
は
じ

め
上
下
水
道
局
の
幹
部
数
名

等
同
席
さ
れ
る
中
、
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

に
つ
い
て
、
排
出
源
の
調
査

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
質
問
が
あ
り
、
本
市
の

場
合
、
周
辺
の
飲
用
井
戸
水

で
暫
定
目
標
値
の
超
過
が
な

か
っ
た
た
め
「
現
時
点
で
は
、

排
出
源
特
定
の
た
め
の
調
査

は
必
要
な
い
」
と
の
国
の
見

解
を
得
て
い
ま
す
と
答
弁
さ

２
０
２
６
年
度

（
令
和
８
年
度
）

　
　

予
算
編
成
方
針

７２才

早
川
佳
行
の

　
　
　

主
な
役
職

地
元
の
課
題

れ
た
。

　

理
事
者
と
は
幾
度
も
議
論

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
元

の
皆
様
の
安
心
・
安
全
・
健

康
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題

で
す
の
で
、
今
後
も
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。


